
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

10 月 30 日(日)楠平尾専念寺様にて親鸞聖人 750 回大遠忌法要が、多くの 

参拝者の中ご修行されました。「宗祖讃仰作法」のおつとめでは、賑やか 

に散華が撒かれ法要に彩りがもたれました。白山町の同じお名前の専念 

寺加藤幸子本願寺派布教使のお話しをご聴聞。段々と話にも熱が入りま 

             す。お昼お斎を頂いて午後は、亀山在住の 

IBY バンドの演奏と歌。参拝の方 

も一緒に「真宗宗歌」「恩徳讃」 

「上を向いて歩こう」など合唱 

しました。 

も  。 

ウォークが開催されました。 

市瀬西願寺様にて集合、 

おつとめの後 R1号線、 

旧東海道沓掛の街並みを 

東海自然の家までウォーキング。昼食後、運動場 

にて、玉転がし、樽転がしなど、懐かしの運動会。 

バーベキュ、焼きそばの夕食。台風の接近で雲の 

合間をみながら天体望遠鏡で星を見ました。 

１、和歌の浦曲（うらわ）の 片男波（かたおなみ）の  よせかけよせかけ 帰るごとく 

   われ世に繁く 通いきたり  みほとけの慈悲 つたえなまし 

２、一人いてしも 喜びなば 二人と思え 二人にして 

   喜ぶおりは 三人（みたり）なるぞ その一人こそ 親鸞なれ    「報恩講の歌」 

10 月 1 日より 2日と当山秋季永代経法要をおつと 

めさせていただきました。読経の中、法名軸の前で 

参拝者お一人お一人が焼香をされました。 

受け継がれたいのちのであいの不思議さや、今ここに

生きることの尊さ、仏法に遇わせていただいたこと 

の有りがたさを感じさせていただきました。2 日間岐阜よりお越しいただいた慶圓寺 譲
ゆずり

 西 賢
さいけん

師のユー

モアあふれるご法話をご聴聞させていただきました。「私たちの幸せとは、自分の思いと現実とが限りなく

近づくことに幸せを思う。なかでも、人から良く見られたい(名聞)、人よりも勝ちたい(勝他)、いい暮ら

しをしたい(利養)の思いが叶うことである。しかし、お釈迦さまは『諸行無常』つかんでも離れる、この

世に末通るものは何もない現実をさとされた。つまりは苦悩や悲しみ、寂しさを抱えて生きること。その

私に「為諸庶類 作不請友 荷負群生 為之重担」（仏説無量寿経）「もろもろの庶類のために不請の友と

なる。群生を荷負してこれを重担とす」と阿弥陀さまが一人ひとり 

を抱きとめてくださっている。様々なご縁を通してこの阿弥陀さま 

の救いにであわさせてもらうのであり、何より先だった方々が私た 

ちにそのであいを持つように願い、はたらきかけてくださってある 

のです」との尊い味わいをも、お聞かせていただいたご縁でした。 

 

 

               

 

仏教壮年会では 10 月 30 日天然温泉ユーユー会館に出かけました。 

サウナやお湯につかって、懇親会。お寺に参っても繋がりがなかったが 

こうして、壮年会を通して話したり、お酒飲んだり 

歌をうたったり、温泉も入って出会いがあってよかった 

なぁ、皆さんまだまだお勤めの方も多く、日頃の時間 

やストレスに追われた生活の中からちょっと抜け出して 

のひと時を楽しく過ごさせて頂きました。 
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暦
の
上
で
は
、
も
う
冬
で
す
。
寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
木
々

の
色
づ
き
も
深
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
風
邪
な
ど
気
を
つ
け

て
く
れ
ぐ
れ
も
お
大
事
に
て
、
お
念
仏
ご
相
続
く
だ
さ
い
。 

札
幌
市 

大
島 光

子 

さ
ん 

 

朝
倉
市 

森
田 

瑛
子 

さ
ん 

今
年
は
、
台
風
が
連
続
し
て
本
道

に
上
陸
し
て
、
各
地
が
甚
大
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
災
害
の

様
子
を
Ｔ
Ｖ
に
て
毎
日
観
て
居
る

と
、
心
が
暗
く
な
る
事
が
多
過
ぎ

て
、
ま
た
好
き
な
ド
ラ
イ
ブ
が
出

来
る
道
路
状
況
で
は
有
り
ま
せ

ん
。
そ
の
憂
鬱
な
日
々
を
過
ご
し

て
居
た
そ
の
朝(

九
月
二
十
一
日)

が
、
久
し
振
り
に
朝
か
ら
快
晴
で

す
。
そ
の
快
晴
の
空
を
見
て
い
る

と
無
性
に
ド
ラ
イ
ブ
に
出
掛
け
た

く
な
り
ま
し
た
。
〞
よ
し
行
こ
う
、

ド
ラ
イ
ブ
に
出
掛
け
よ
う
〟
と
の

気
持
ち
が
膨
ら
み
、
海
の
広
さ
、

青
色
に
心
を
癒
や
そ
う
と
の
気
持

ち
が
湧
き
上
が
り
、
い
ざ
出
発
で

す
。
真
狩
村
の
細
川
た
か
し
像
に

遭
い
に
行
こ
う
、
洞
爺
湖
か
ら
の

海
路
を
楽
し
も
う
、
を
妻
に
告
げ

て
久
し
ぶ
り
の
ド
ラ
イ
ブ
で
す
。

何
十
回
も
ド
ラ
イ
ブ
を
経
験
し
て

い
た
が
、
今
日
の
様
な
雲
一
つ
無

い
風
景
を
見
る
の
は
初
め
て
だ
、

青
空
と
緑
の
山
々
が
ハ
ッ
キ
リ
と

し
た
風
景
、
妻
の
大
歓
声
に
気
持

ち
が
昂
ぶ
り
心
が
晴
れ
る
、「
わ
あ

～
～
」
久
し
振
り
に
、
暗
く
塞
が

っ
た
心
に
癒
し
を
頂
き
ま
し
た
。 
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